
令和 5 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

　１　活動の様子の写真（施設外就労先の作業場）

＜目的＞

２　成果物の写真（左:ｼｰﾗｰ機での封緘作業  右:封入作業）

　上記のほか、様々な軽作業があります。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 アルファサービス

住　所 名古屋市西区上小田井２丁目３７

231200874

加藤由香

令和5年度電話番号 ０５２－３６２９－５４１０

担当者名

連携した結果に対する意見または評価
年間を通して出勤率9７.8%、安定した作業で納期を遵守出来た事。

提携先の取引業者から、作業の丁寧さを評価され感謝されました。

休憩時間で利用者とのコミュニケーションを取ることが出来、障がい者に対する理解が深まった。

場内でのルールをよく守り、笑顔での挨拶が職場内の雰囲気を明るくさせて頂いてます。

評価されました

山本秀成

活動場所　アルファスタッフ　名古屋北ワークオフィス

実施日程　令和４年４月～令和５年３月

実施した生産活動

工業製品の封入、ラベル張り、検品、セットアップ、自動車部品の組立

雑貨等の封入、梱包、検品、印押し

施設外就労の概要

業務委託契約の基、独立したブース内にて発注企業と混在せず作業を行います。

利用者に対する指導は、運用基準どおりの職員配置。

サビ管による月２回のモニタリングの実施。

利用者数　８名～９名

地域連携活動のねらい

障がい者が地域町民と交流し、共に生きる心の広まりや、障がい者に対する理解を深める必要性。

地域にとってのメリット

地域の障がい者雇用に貢献する事と、障がいがある人もない人も、相互に理解を深めるための啓発

や交流の促進。

連携企業のメリット

人材不足の解消

＜成果＞
実施した結果

年間　延　　1916名就業

得られた成果

施設外就労者の出勤率９8％

利用者の特性に沿った、支援（作業面、生活面）を継続徹底する事で、作業効率と利用者の精神面

の

安定を図ることができ、生産性の向上にも貢献しました。

利用者以外の作業者と交流することで、社会人としてのマナーの向上につながりました。

課題点

地元住民との交流を深めるための、施策として何が出来るかが今年の課題です。

連携先企業名 アルファスタッフ北ワークオフィス

別紙47－6


